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社
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第
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第

回
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
で
の
審
査
会
の
様
子

　
観
光
経
済
新
聞
社
が
主
催
す
る
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉

１
０
０
選
」
は
、
創
刊
１
５
０
０
号
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
１
９
８
７
年
に
ス
タ
ー
ト
。
旅
行
の
プ
ロ
で
あ

る
旅
行
会
社
や
Ｏ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
投
票
に
よ
っ
て
人
気
の

温
泉
地
を
探
る
の
が
目
的
だ
。
昨
年
に
節
目
と
な
る


回
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
記
念
特
集
と
し
て
、
改
め
て

１
０
０
選
と
、
入
選
し
た
主
な
温
泉
地
を
紹
介
す
る
。

　
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０

選
は
、
旅
行
会
社
や
Ｏ
Ｔ
Ａ

な
ど
の
投
票
に
よ
っ
て
人
気

の
温
泉
地
を
探
る
と
い
う
目

的
に
加
え
、
全
国
各
地
の
温

泉
地
が
上
位
を
目
指
し
て
競

い
合
い
、
地
域
の
魅
力
づ
く

り
が
さ
ら
に
活
発
化
す
る
こ

と
も
期
待
し
て
い
る
。

　
投
票
方
法
は
毎
年
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
や
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
、
日
本
旅
行
、

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ
な
ど

の
旅
行
会
社
と
、
じ
ゃ
ら
ん

ｎ
ｅ
ｔ
や
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
と

い
っ
た
Ｏ
Ｔ
Ａ
に
投
票
は
が

き
を
配
布
し
、
投
票
を
呼
び

掛
け
る
。
投
票
期
間
は
７
月

１
日
か
ら

月
末
ま
で
で
、

昨
年
は
初
め
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
票

も
開
始
。
そ
の
結
果
、
有
効

は
が
き
枚
数
は
３
４
７
３
枚

（
前
回
５
７
６
１
枚
）
。
こ

の
う
ち
約

％
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か

ら
の
投
票
だ
っ
た
。

　
１
枚
の
は
が
き
に
最
大
５

カ
所
の
温
泉
地
を
記
入
で
き

る
こ
と
か
ら
、
総
投
票
数
は

１
万
３
２
５
８
票
（
同
２
万

１
７
３
５
票
）
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
手
の
旅
行
会

社
で
人
員
削
減
が
行
わ
れ
た

こ
と
な
ど
が
影
響
し
、
前
回

よ
り
も
大
き
く
投
票
数
が
減

少
し
た
と
見
ら
れ
る
。

　
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０

選
は
、
「
旅
行
の
プ
ロ
が
選

ぶ
人
気
温
泉
地
」
と
い
う
こ

と
に
加
え
、「
観
光
業
界
が
認

め
た
温
泉
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で

あ
る
の
も
大
き
な
特
徴
だ
。

後
援
に
観
光
庁
、
環
境
省
と

日
本
旅
館
協
会
、
全
国
旅
館

ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
、
日
本
温
泉
協
会
、

日
本
旅
行
業
協
会
、
全
国
旅

行
業
協
会
、
日
本
観
光
振
興

協
会
、
日
本
政
府
観
光
局
、

公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公

社
の
観
光
業
界
８
団
体
が
名

を
連
ね
て
い
る
か
ら
だ
。

　
ま
た
、
こ
の
８
団
体
の
代

表
者
が
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉
１

０
０
選
実
行
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
と
な
り
、
厳
格
な
審
査

を
行
っ
て
い
る
。


